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1． はじめに 
建設工事、工場機械及び交通機関等から発生される地盤振動の波動伝播経路における振動遮断の対策法には、波動イ

ンピーダンスの大きい鋼矢板壁・PC 壁体、または、波動インピーダンスの小さいガスクッション壁などを用いた報告

事例があり、それぞれの有効性が確認されている。1）2）3） 

本報告では、コンクリート・EPS合成壁体をフィールドに埋設し、地盤振動の減衰効果を確認するために、重錘落下

により人工地盤振動を発生させ波動伝播の遮断効果を計測した実験結果について報告する。 

 
 
２． フィールド実験方法 
2．1 実験の概要 

実験場所は、滋賀県草津市の立命館大学琵琶湖草津キ

ャンパス内の敷地で、良質土で盛土された地盤である。

この場所にコンクリート・EPS合成壁体（EPS合成壁体）

を地中に埋設し、重錘の落下により振動を発生させコン

クリート・EPS合成地中壁による地盤振動減衰効果につい

ての実験を行った。 

2．2 EPS合成壁体の形状 

写真－2.1は、EPS合成壁体を示したもので、形状は縦

15cm×横 30cm 長さ 1.5m の壁体構造である。外側には

コンクリート厚＝3cm×2 の壁体で中心部が EPS 厚＝9cm

より構成されたものである。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2．3 振動計測点の設定 

図－2.1は、実験フィールドの平面配置を示したもので

ある。計測領域は、縦幅 2.75m×横幅 3.60m の区域を設

定し、各 55 ㎝×60 ㎝のメッシュの交点で振動計測を行

った。計測領域の土質は、採取試料から含水比24.0％、

湿潤密度1.95ｇ/cm3、乾燥密度1.57ｇ/cm3である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．4 振動計測の方法 

加振点で発生させた地盤振動がどのように伝播するか

を NO.A～NO.F の各計測線に対して NO.2～NO.7 の計測点

で同時観測した。 振動計測には、リオン社製（VM-52）

の振動レベル計を6台使用した。 
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写真－2.1 EPS合成壁体の形状写真 

図－2.1 EPS地中壁と加振点および振動計測点配置図
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３． 振動加速度ﾚﾍﾞﾙの距離変化 

図－3.1に示したグラフは、人工地盤振動を発生させる

重錘の落下高さを 20 ㎝および 45 ㎝とした場合の 2ケー

スについて、EPS合成地中壁における振動加速度レベルの

距離変化について、No.A～No.Fラインの平均振動加速度

レベルを No.2～No.7 地点について図示したものである。

区間別の平均振動加速度レベルの減衰は、2.7dBである。

No.3からNo.4区間およびNo.4からNo.5区間については、

6.3dB、9.5dBの平均値以上の減衰が確認された。 

波動インピーダンスの大きい壁などの実験では、壁体

背後の振動加速度レベルの低減が顕著に表れるが、今回

の実験では、加振点から215㎝地点、計測No.5までの振

動加速度レベルの減衰が顕著である。 

 この原因として、波動に対し媒体となるEPS合成壁の内

部摩擦などが働き、エネルギーを消散させるような作用

により減衰していると推察される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４. 振動減衰量の比較 
図－4.1に示したグラフは、EPS合成地中壁の振動減衰

効果を評価するため、自然地盤状態と EPS 合成地中壁埋

設状態時における振動加速度レベルの減衰とを比較した

ものである。比較の結果、振動加速度レベルは、自然地

盤状態と地中壁設置状態のレベル差は、媒体である壁体

を通過した直後のNo.4地点で6.1dB、No.5地点で13.6dB

であり、壁体を境に大きな減衰効果が現れ、振動減衰効

果の有効性が確認できる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５. まとめ 
本報告では、フィールドにおいて EPS 合成地中壁を地

中に埋設した場合の波動減衰効果について、振動加速度

レベルを計測し、減衰量を実験により計測した。この実

験の結果次のことが明確となった。 

(1)EPS合成地中壁の振動減衰効果は、壁体背面直後より

も壁体から90cm離れた地点でより大きな振動減衰効果が

得られる。 

(2)壁体内部を伝播する波動に関して振動減衰効果（エネ

ルギー消散効果）が期待できる。 

(3)この実験での EPS 合成地中壁の波動減衰効果は、約

10dB前後である。 

今後の課題としては、上記減衰効果について地盤状況

との関連性と壁体厚および壁体剛性の関連性を明らかに

することが重要であると考えている。 
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図－3.1 振動加速度レベルの距離変化 

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

35（No.2) 95(No.3) 155(No.4) 215(No.5) 275(No.6) 335(No.7)

加振点からの距離（cm）

振
動
加
速
度
レ
ベ
ル
(d
B
)

20cm

45cm

ave

EPS合成壁体 

図－4.1 振動減衰量の比較 
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